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国際定期航空路線就航の推進について

《提案・要望の内容》

○国が目指す２０２０年の訪日観光客２，０００万人達成に向けて、来県する
外国人観光客が近年急増している東アジアからの誘客対策を強化する必要が
あることから、米子鬼太郎空港における国際定期便及び国際チャーター便の
拡充について、より一層の支援を行うこと。

＜参考＞
１ 米子－香港定期便就航に向けた今後の主なスケジュール（想定）

○平成２７年１２月後半 防衛省へ美保飛行場使用許可申請

（香港航空→美保基地司令→航空幕僚長）

○平成２８年１月中下旬 承認

（航空幕僚長→美保基地司令）

使用許可

（美保基地司令→香港航空）

○平成２８年２月上旬 国土交通省航空局へ外国人国際航空運送事業の事業計画変更認

可申請

（香港航空→航空局）

○平成２８年３月中旬 認可

（航空局→香港航空）

○平成２８年３月下旬 就航開始

２ 米子鬼太郎空港における国際チャーター便の就航状況
（１）年度別就航状況

○平成２４年度 ２９便（台湾、中国）

○平成２５年度 ５０便（香港、台湾、ロシア）

○平成２６年度 ４１便（香港、台湾、バンコク、韓国）

○平成２７年度 ４３便（香港、台湾、韓国）

(予定含む)

（２）今秋季の連続チャーター便の実施について
○実施時期：平成２７年１０月２１日（水）～１２月２０日（日）の間に１６往復。

＜詳細日＞

10/21（水 、25（日 、29（木 、11/2（月 、6（金 、10（火 、14（土 、18（水 、22（日 、26（木 、） ） ） ） ） ） ） ） ） ）

30（月 、12/4（金 、8（火 、12（土 、16（水 、20（日）） ） ） ） ）

・2013年夏の連続チャーター便（米子往復24便/最終平均搭乗率86.7％）

・2014年夏の連続チャーター便（米子片道18便/最終平均搭乗率82.7％）

・2015年春の連続チャーター便（米子往復8便/最終平均搭乗率75.9％）

○離発着空港：香港国際空港（10:30発）→ 米子鬼太郎空港（15:30着） HX2632便
米子鬼太郎空港（17:00発）→ 香港国際空港（20:00着） HX2633便
※初便のみ米子鬼太郎空港（14:55着）→米子鬼太郎空港（17:00発）

○運航会社・機材： 香港航空（A320/174人乗） ※2014年春実施の際の航空会社
（ （ ） 「 」）○ツアー催行会社：香港EGLツアーズ 主席兼執行董事 社長 ：袁文英 えん・ぶんえい

○ツアー来客者数：最大2,610人（174人×15ツアー）
＜12月12日（土）終了までの利用状況＞

14便/16便：搭乗率71.5％（利用者1,741人）



米軍機の低空飛行訓練について 
 

＜参考＞ 

鳥取県内の米軍機低空飛行訓練の状況 

  本県では、住民等から市町村を通じて低空飛行に係る情報提供や苦情があった場合、

次の対応を取っている。 

① 県が外務省（北米局日米地位協定室）に、米軍に対し低空飛行訓練の中止等適切

な措置を要請することを依頼する。 

② 市町村から中国四国防衛局に報告し、同局が米軍に対し飛行の実態確認を行う。

また、同局が地元住民へ与える影響を最小限にとどめるよう米軍に対し、働きか

けを行う。 

  しかしながら、一向に改善の兆しが見えてきていない。  

 

 【近年の米軍機等目撃情報】 

年度 目撃回数 町 村 別 

２２    ５ 若桜町４回、日南町１回 

２３ １４ 若桜町１２回、日南町１回、鳥取市１回 

２４ １０ 若桜町６回、日南町１回、智頭町１回、鳥取市１回 

２５ ４８ 若桜町２７回、日南町１９回、鳥取市１回、南部町１回 

２６ １８ 若桜町１２回、日南町４回、智頭町１回、琴浦町１回 

２７ ３４ 若桜町２８回、日南町３回、倉吉市３回 

  ↓ 

11 月 30 日の目撃事案は、11 時～15 時の間で３機～４機編隊

のジェット機が複数回飛来し、パイロットが見えるほど超低

空で、420ｍの山頂すれすれに飛行していったという住民か

らの情報提供があったもの。 

（２７年度は、１２月８日までの件数） 

 

《提案・要望の内容》 

 

○住民からの苦情が多い地域においては、国の責任において騒音測定器を設置

し、実態の把握に当たること。 

 

○住民の不安を軽減するため、住民生活に影響の大きい訓練については、その

訓練予定日や飛行ルートなどの訓練内容を、国の責任において、事前に情報

提供を行うこと。 

 

○日米合同委員会合意を遵守し、住民に危険を及ぼし不安を与え、住民の平穏

な生活を乱すような飛行訓練が行われないよう措置すること。 

 

特に、本年１１月３０日の若桜町における飛行訓練は、３機～４機の編隊による 

米軍機が、超低空飛行で複数回にわたり中心街の上空を飛行したものであり、住 

民などに大きな恐怖感を与えた。この事案を踏まえ、上記について、改めて強く 

要請する。 



航空自衛隊美保基地における外国軍機の訓練等に係る 

情報提供等について 
 

 

＜参考＞ 

本年１０月の英国空軍機の美保基地訪問について 

訪問の概要 

  ・運航日時 １０月２３日（金）午後５時着（午後６時着に変更） 

      １０月２５日（日）午前１１時３０分発 

   ・運航機種 A－４００M 型機 １機 

   ・訪問目的 国外展開訓練及び美保基地における輸送機部隊間交流のため。 

   ・そ の 他 離発着以外の運航はなし 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真出典：航空自衛隊美保基地ＨＰ      

《提案・要望の内容》 

 

○外国軍機による部隊間交流や訓練による基地使用に当たっては、あらかじめ地

元自治体や地域住民にきちんと情報提供し、理解を求めた上で実施するなど、

丁寧な対応をすること。 

 


